
大気環境調査

①地上気象調査 １）通年観測 １地点（図１） １年連続

②上空気象調査 １）４季調査 １地点（図１） ４回／年（４季）
＜１季あたり１週間連続＞

Ⅱ．二酸化窒素・
浮遊粒子状物質

①沿道大気質調査 １）４季調査 ２地点（図２） ４回／年（４季）
＜１季あたり１週間連続＞

①航空機騒音調査 検討中 検討中

②道路交通騒音調査 １）２季調査 ２地点（図２） ２回／年
＜春季及び秋季、平日休日各１
日で毎時測定＞

２地点（図３） １日／年
＜秋季、調査時間帯は建設機械
等が稼働する時間帯＞

２地点（図３） 任意の時期、期間

２地点（図２） ２回／年
＜春季及び秋季、平日休日各１
日で毎時測定＞

２地点（図２） ２回／年
＜春季及び秋季、平日休日各１
日で毎時測定＞

電波障害 Ⅰ.現況把握調査 ①電波障害 １）各地域１日調査 検討中 検討中

（交通量） Ⅰ.現況把握調査 ①交通量調査 １）２季調査 ２地点（図２） ２回／年
＜春季及び秋季、平日休日各１
日で毎時測定＞

調査地点数・調査層等 調査頻度環境要素の区分 調査名 調査項目・調査内容

日射量・放射収支量

振動レベル

二酸化窒素・浮遊粒子状物質

大気質 Ⅰ．気象

航空機による騒音

騒音レベル

上空の風向、風速、気温の鉛直分布

①道路交通振動調査Ⅰ.現況把握調査

自動車交通量・走行速度

地盤卓越振動数

１）２季調査

騒音レベル

航空機による電波障害

地表面状況

振動

騒音 Ⅰ.現況把握調査

③環境騒音調査 １）１季調査



水環境調査

水質 Ⅰ.現況把握調査 1)現場観測項目 20地点（図４：St.2,5,8,10,12,15,18～25,①,②,③,④,Ⅰ,Ⅱ）、3層（ただ
し、St.①,②,③,④については2層）

13回/年（毎月＋出水時）

2)生活環境項目 20地点（図４：St.2,5,8,10,12,15,18～25,①,②,③,④,Ⅰ,Ⅱ）、3層（ただ
し、St.①,②,③,④については2層）

13回/年（毎月＋出水時）

3)健康項目 6地点（図４：St.10,12,18,②,④,Ⅱ）、上中下3層の混合水（ただし、
St.②,④については上中2層の混合水）

2回/年（1季＋出水時）

4)ダイオキシン類 6地点（図４：St.10,12,18,②,④,Ⅱ）、上中下3層の混合水（ただし、
St.②,④については上中2層の混合水）

1回/年（1季）

5)その他の項目 20地点（図４：St.2,5,8,10,12,15,18～25,①,②,③,④,Ⅰ,Ⅱ）、3層（ただ
し、St.①,②,③,④については2層）

13回/年（毎月＋出水時）

底質 Ⅰ.現況把握調査 1)一般項目 36地点（図４：St.1～25,①,②,③,④,⑥,⑧,⑨,⑩,⑪,Ⅰ,Ⅱ） 4回/年(4季)

2)有害水底土砂の判定基準
項目

4地点（図４：St.11,13,14,15） 1回/年(1季)

3)ダイオキシン類 6地点（図４：St.11,13,14,15,②,④） 1回/年(1季)

潮流 1)水平分布調査 10測線（図５：Ln.1～10） 2回/年(2季：3潮期/季）
夏季：3回/日、冬季：2回/日

2)定点連続調査 設置式（ADCP） 4地点（図５：St.1～4） 2回/年(2季)
（1季あたり30昼夜連続観測）

Ⅰ.水生動物調査 1)動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ調査 9地点（図４：St.a,5,16,18,19,25,②,④,Ⅱ） 4回/年（4季）

2)魚卵・稚仔魚調査 9地点（図４：St.a,5,16,18,19,25,②,④,Ⅱ） 12回/年（毎月）

底びき 2測線（図４：Ln.1,2）、2地点（図４：St.19,25） 4回/年（4季）

刺網 4地点（図４：St.i,j,Ⅲ,Ⅳ） 4回/年（4季）

船上からの投網 2地点（図４：St.④,⑥） 4回/年（4季）

4)底生生物調査 36地点（図４：St.1～25,①,②,③,④,⑥,⑧,⑨,⑩,⑪,Ⅰ,Ⅱ） 4回/年（4季）

5)付着生物(動物)調査 3地点(図４：St.d,h,⑤) 4回/年（4季）

Ⅱ.鳥類調査 羽田周辺海域調査 1)定点調査 4地点（図６：St.1,2,3,4） 12回/年

植物 Ⅰ.水生植物調査 1)植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ調査 9地点（図４：St.a,5,16,18,19,25,②,④,Ⅱ） 4回/年（4季）

2)付着生物(植物)調査 3地点(図４：St.d,h,⑤) 4回/年（4季）

羽田周辺海域調査

付着生物(動物)

Ⅰ．流向・流速 曳航式（ADCP）

動物

羽田周辺海域調査

ダイオキシン類

濁度､NH4-N､NO3-N､NO2-N,PO4-P､ｸﾛﾛﾌｨﾙa
（ただし、濁度についてはSt.2,5,8,10,12,15,18,Ⅰ,Ⅱの9地点の
み実施）

粒度組成､強熱減量､COD､硫化物､T-N､T-P

羽田周辺海域調査 植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ

付着生物(植物)

羽田周辺海域調査 動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ

魚卵・稚仔魚(マルチネット)

3)魚介類調査

終日定点観察による方法

魚介類

底生生物(ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ､ﾒｲｵﾍﾞﾝﾄｽ)

調査頻度

水温,塩分,透明度（透視度）

調査地点数・調査層等

pH､COD､DO､大腸菌群数､n-ﾍｷｻﾝ抽出物質､T-N､T-P､
BOD､SS
（ただし、BODについてはSt.①,②,③,④の4地点のみ実施）

含有量試験1項目（有機塩素化合物）、溶出試験31項目（総
水銀､ｱﾙｷﾙ水銀､ｶﾄﾞﾐｳﾑ､鉛､有機りん､六価ｸﾛﾑ､砒素､ｼｱﾝ
化合物､銅､亜鉛､ふつ素､ﾍﾞﾘﾘｳﾑ､ﾆｯｹﾙ､全ｸﾛﾑ､ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ､ｼﾞ
ｸﾛﾛﾒﾀﾝ､四塩化炭素､1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ､1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､ｼｽ-
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ､1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ､ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁ
ﾚﾝ､ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ､ﾁｳﾗﾑ､ｼﾏｼﾞﾝ､ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙ
ﾌﾞ､ﾍﾞﾝｾﾞﾝ､PCB､ｾﾚﾝ）

環境要素の区分

羽田周辺海域調査

調査項目・調査内容調査名

ダイオキシン類

26項目（ｶﾄﾞﾐｳﾑ､全ｼｱﾝ､鉛､六価ｸﾛﾑ､砒素､総水銀､ｱﾙｷﾙ水
銀､PCB､ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ､四塩化炭素､1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ､1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾁﾚﾝ､ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ､1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ､
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ､ﾁｳﾗﾑ､ｼﾏｼﾞﾝ､ﾁ
ｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ､ﾍﾞﾝｾﾞﾝ､ｾﾚﾝ､硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素､ふつ
素､ほう素）（ただし、ふつ素､ほう素についてはSt.②,④の2地
点のみ実施）


